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第
一
回
理
事
会
議
事
録

開
催
日
時

平
成
２０
年
４
月
２１
日（
月
）

午
前
１１
時

開
催
場
所

理
美
容
会
館
４
Ｆ

出
席
理
事

２９
名

欠
席
理
事

１
名

出
席
監
事

２
名

議

長

林

綾
子

議
事
録
作
成
理
事

丸
山

則
夫

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項
に
先
立
ち
、
第
１０
号
議
案

そ
の
他
④
総
合
生
協『
Ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
Ｃ
ｏ
』

に
つ
い
て
、
総
合
生
協
担
当
者
よ
り
宅

配
申
込
に
よ
る
取
り
ま
と
め
手
数
料
と

し
て
１
件
に
つ
き
２
、０
０
０
円
、
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ス
タ
ン
ド
設
置
の
場
合
は

３
、０
０
０
円
の
奨
励
金
給
付
の
紹
介

が
さ
れ
、
取
扱
い
は
各
支
部
に
任
せ
る

こ
と
と
し
た
。

報
告
事
項

１

第
９２
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
ラ
イ

ン
発
表
会
に
つ
い
て

副
理
事
長
よ
り
報
告

２

全
美
連
緊
急
業
務
説
明
会
に
つ
い

て
理
事
長
よ
り
報
告

３

理
美
容
学
校
卒
業
式
・
入
学
式
に

つ
い
て

経
理
部
長
よ
り
報
告

４

指
導
セ
ン
タ
ー
第
１８
回
評
議
員
会

並
び
に
第
１
１
０
回
理
事
会
に
つ
い

て
理
事
長
よ
り
報
告

５

全
美
連
評
価
認
定
制
度
メ
イ
ク
１

級
並
び
に
指
導
講
師
受
験
講
習
会
及

び
認
定
試
験
に
つ
い
て

教
育
部
長
よ
り
報
告

６

第
３
回
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
養
成

研
修
に
つ
い
て

厚
生
部
長
よ
り
報
告

７

平
成
１９
年
脱
退
者
出
資
金
返
金
に

つ
い
て

経
理
部
長
よ
り
後
ほ
ど
第
７
号
議

案
と
併
せ
て
報
告

８

全
美
連
総
合
福
祉
共
済
制
度
平
成

１９
年
度
支
部
奨
励
金
支
給
に
つ
い
て

理
事
長
よ
り
報
告

９

事
業
部
の
支
部
手
数
料
配
分
に
つ

い
て
（
日
通
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
・
日

本
ク
リ
ー
ン
サ
ロ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

事
業
部
長
よ
り
報
告

１０

平
成
２０
年
度
管
理
美
容
師
資
格
認

定
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
報
告

１１

第
１７
回
美
容
師
及
び
理
容
師
国
家

試
験
の
結
果
に
つ
い
て

教
育
部
長
よ
り
報
告

議

題

第
１
号
議
案

第
２５
回
通
常
総
代
会
開

催
に
関
す
る
件

総
務
部
長
よ
り
総
代
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
資
格
審
査
委
員
・
議
長
他
当
日
の

役
員
の
執
行
部
選
任
（
案
）、
議
案
に

つ
い
て
提
案
説
明
が
な
さ
れ
た
。

議
長
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

平
成
１９
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て

各
部
長
よ
り
事
業
報
告
の
説
明
の
後
、

経
理
部
長
よ
り
収
支
決
算
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
監
査
よ
り
、
定
款
第
６２
条

に
よ
り
、
平
成
２０
年
４
月
８
日
に
各
事

項
に
つ
い
て
監
査
し
た
と
こ
ろ
、
内
容

は
適
正
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

質

疑

理
事
…
組
織
部
は
新
規
加
入
促
進
に
つ

い
て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。

組
織
部
長
…
組
合
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
支
部
長
に
お
配
り
し
た
が
、
加
入
促

進
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
。
用
品
商
組

合
、
金
融
公
庫
に
新
規
開
業
者
に
組
合

加
入
を
勧
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

理
事
…
以
前
理
美
容
学
校
の
学
生
に
組

合
の
重
要
性
等
を
学
校
の
先
生
か
ら
指

導
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
し
て

い
た
が
、
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

理
事
長
…
年
２
回
は
実
施
し
て
い
る
。

継
続
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

議
長
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

平
成
２０
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

各
部
長
よ
り
事
業
報
告
の
説
明
の
後
、

経
理
部
長
よ
り
一
般
、
共
済
会
の
各
会

計
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
た
。

質

疑

理
事
…
メ
ー
ル
便
活
用
に
併
せ
て
Ｚ
Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ｉ
の
全
員
購
読
は
行
う
の
か
。

経
理
部
長
…
行
う
こ
と
を
前
提
に
平
成

２０
年
度
の
予
算
立
て
を
し
た
。

理
事
長
…
前
回
の
理
事
会
に
て
概
算
を

提
示
し
、
各
支
部
総
会
等
に
お
い
て
ご

検
討
を
お
願
い
し
た
。
Ｈ
Ｐ
等
で
迅
速

な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
声
が
多
い
。

長
ら
く
こ
の
提
案
を
し
て
き
た
が
、
組

合
員
の
意
見
を
尊
重
し
、
全
支
部
で
な

く
て
も
希
望
に
応
え
た
い
。

理
事
…
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
は
組
合
員
の
為
の

機
関
誌
で
あ
る
か
ら
無
料
配
布
す
べ
き

で
あ
り
、
組
合
員
の
減
少
が
続
く
中
こ

れ
以
上
組
合
員
の
負
担
を
増
や
す
の
は

反
対
で
あ
る
。

各
理
事
よ
り
意
見
が
出
さ
れ
、
多
数

の
支
部
に
お
い
て
運
営
・
予
算
の
都
合

上
支
部
・
個
人
負
担
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
す
る
意
見
が
多
く
、
今
年
度
は

メ
ー
ル
便
を
活
用
し
な
い
こ
と
と
決
定

し
た
。

経
理
部
長
よ
り
平
成
２０
年
度
の
予
算

の
（
別
案
）
が
提
案
・
説
明
が
な
さ
れ

た
。

理
事
…
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
ラ
イ
ン
発

表
会
は
年
１
回
と
決
定
し
た
の
か
。

理
事
長
…
今
年
度
の
開
催
時
期
は
未
定

だ
が
、
年
１
回
と
な
る
の
で
ぜ
ひ
多
く

の
方
か
ら
見
に
行
っ
て
頂
き
た
い
。

監
事
…
平
成
１９
年
度
の
組
織
部
の
決
算

を
見
る
と
組
合
新
規
加
入
に
向
け
て
の

具
体
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。
今
年
度
よ
り
保
健

所
で
情
報
公
開
し
て
い
る
の
で
積
極
的

に
行
動
を
起
こ
し
て
頂
き
た
い
。

議
長
第
３
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ

ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ

２
０
０
８
開
催
に
つ
い
て

教
育
部
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
今

年
度
よ
り
学
生
出
場
種
目
を
ワ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
ト
ー
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
部
を
新
設
し
た
。
中
振
袖
着
付

の
部
は
全
国
大
会
出
場
種
目
で
あ
る
の

で
、
全
国
大
会
の
競
技
規
定
に
合
わ
せ

て
一
部
変
更
し
た
。

議
長
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

第
２８
回
東
海
北
信
越
美

容
研
修
会
に
つ
い
て

理
事
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
全
県

を
あ
げ
て
成
功
さ
せ
る
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
引
き
続
き
経
理
部

長
よ
り
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

ホ
テ
ル
の
バ
ス
を
送
迎
に
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
の
で
各
支
部
で
ご
検

討
の
上
お
申
し
出
頂
き
た
い
。
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
参
加
者
１
名
に
つ
き

４
、０
０
０
円
の
補
助
を
す
る
。

質

疑

理
事
…
日
帰
り
参
加
も
可
能
か
。

理
事
長
…
基
本
的
に
は
宿
泊
で
募
集
す

る
。議

長
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

青
年
組
織
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
部
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
活

動
内
容
を
検
討
中
で
あ
り
、
決
ま
り
次

第
報
告
す
る
。
活
動
を
行
う
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

�������������������������������������������������������

▼
青
葉
、
若
葉
が
す
が
す
が

し
い
季
節
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
入
店
さ
れ
た
新
人
の
方
も

職
場
に
慣
れ
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。

▼
最
近
感
じ
る
こ
と
は
、
自

分
の
事
だ
け
を
考
え
、
他
人

の
事
な
ど
全
く
考
え
よ
う
と

は
し
な
い
風
潮
が
、
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
き
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

▼
世
の
中
を
自
分
中
心
の
生
活
態
度
、

理
屈
だ
け
で
処
理
し
て
い
く
と
し
た

ら
、
味
気
な
い
殺
伐
と
し
た
社
会
に

な
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
全
国
各
地
で
話
題
に
な
っ
た
、
傘

で
花
を
折
っ
た
り
、
あ
る
い
は
白
鳥

の
長
い
首
を
ね
じ
曲
げ
る
。
そ
の
行

為
を
す
る
前
に
、
そ
れ
ら
を
育
て
て

く
れ
た
人
の
事
を
思
わ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
他
人
へ
の
思
い
や
り
、

心
遣
い
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
す
る

行
為
の
前
に
気
付
く
は
ず
。

▼
私
達
の
仕
事
も
、
お
客
様
が
相
手

で
す
。
日
頃
の
自
分
の
言
葉
、
行
動

を
振
り
返
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
言

葉
や
行
為
が
ど
れ
ほ
ど
人
の
心
を
和

ま
せ
、
救
い
と
な
っ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。

▼
自
分
自
身
、
成
長
の
途
上
で
は
あ

り
ま
す
が
、
人
の
意
見
も
よ
く
聞
き
、

周
囲
の
状
況
を
冷
静
に
見
極
め
る
余

裕
を
持
ち
「
有
り
難
い
」
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
で
前
進
し
て
い
け
れ
ば

と
思
う
の
で
す
。

▼
新
人
の
皆
様
も
、
こ
れ
か
ら
色
々

な
壁
に
ぶ
つ
か
る
で
し
ょ
う
。
謙
虚
、

素
直
さ
を
失
わ
ず
に
自
分
の
意
見
も

主
張
し
、
成
長
し
て
く
れ
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｔ
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組
合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
長
第
６
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案

脱
退
者
出
資
金
返
金
に

つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
、
県
の
指
導
に
よ
り

公
益
法
人
（
理
美
容
会
館
）
へ
の
出
資

金
は
返
還
さ
れ
な
い
の
で
、
組
合
の
正

味
財
産
が
出
資
額
よ
り
減
少
す
る
。
当

組
合
の
定
款
第
１３
条
（
脱
退
者
の
持
分

の
払
戻
し
）
に
基
づ
き
、
脱
退
者
に
は

減
少
し
た
割
合
に
応
じ
た
額
を
返
金
す

る
。

質

疑

理
事
…
組
合
加
入
す
る
際
に
出
資
金
に

つ
い
て
脱
退
の
際
に
は
返
金
さ
れ
る
も

の
と
説
明
し
て
い
る
の
で
納
得
し
て
頂

け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
…
定
款
に
記
さ
れ
て
い
る
通

り
と
す
る
。

経
理
部
長
…
こ
の
ま
ま
出
資
金
を
全
額

返
金
し
て
い
る
と
６
０
０
名
脱
退
し
た

ら
組
合
が
破
綻
す
る
。
理
容
組
合
と
の

関
連
も
あ
り
３
者
（
会
館
・
理
容
・
美

容
）
で
申
し
合
わ
せ
書
を
作
成
し
、
県

か
ら
も
確
認
し
て
頂
い
た
。

監
事
…
決
定
事
項
で
あ
り
、
出
資
法
で

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
で
討
議

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

経
理
部
長
…
あ
く
ま
で
も
報
告
事
項
で

あ
る
の
で
、
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
お

申
し
出
頂
き
た
い
。

議
長
第
７
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案

総
代
欠
員
補
充
及
び
変

更
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
提
案

議
長
第
８
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
９
号
議
案

振
興
計
画
の
変
更
認
定

申
請
に
関
す
る
件

総
務
部
長
よ
り
平
成
２１
年
度
は
５
年

に
１
度
の
振
興
計
画
変
更
が
行
わ
れ
る

年
で
あ
り
、『
振
興
指
針
の
改
正
が
あ
っ

た
場
合
に
お
け
る
振
興
計
画
の
変
更
認

定
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一

任
す
る
。』
旨
提
案

議
長
第
９
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
１０
号
議
案

そ
の
他

①
タ
オ
ル
の
斡
旋
に
つ
い
て

事
業
部
長
よ
り
説
明
、
仕
入
れ
価

格
が
上
昇
し
た
が
販
売
価
格
に
転
嫁

し
な
い
旨
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た

染
料
が
高
く
な
り
濃
紺
が
製
造
中
止

と
な
っ
た
。

②
功
寿
賞
受
賞
者
申
請
状
況
に
つ
い
て

厚
生
部
長
よ
り
説
明
、
本
年
は
３６

名
の
申
請
が
あ
っ
た
。

③
組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
説
明
、
平
成
１９
年

１０
月
〜
平
成
２０
年
３
月
ま
で
の
加
入

１２
件
、
脱
退
６８
件
が
あ
っ
た
。

⑤
そ
の
他

事
業
部
長
よ
り
、『
美
容
ま
つ
り
』

に
つ
い
て
提
案

質

疑

理
事
…
理
容
組
合
が
昨
年
『
理
容
ま
つ

り
』
を
開
催
し
た
が
全
員
参
加
で
あ
っ

た
。
組
合
事
業
で
あ
る
な
ら
、
全
員
参

加
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
…
昨
年
度
支
部
独
自
で
行
な
っ
た
。

折
角
や
り
始
め
た
の
だ
か
ら
県
で
行
わ

な
い
な
ら
支
部
で
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

理
事
…
支
部
で
は
反
対
意
見
で
あ
り
、

支
部
単
位
で
抜
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

監
事
…
支
部
総
会
も
終
了
し
て
お
り
、

組
合
員
の
総
意
を
諮
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
希
望
者
の
み
の
参
加
な
ら
し
な

い
方
が
よ
い
。

理
事
長
…
全
員
参
加
が
理
想
で
あ
る
。

や
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
意
見
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
参
加
し
な
い
方
は

自
分
の
意
志
で
あ
り
や
む
を
得
な
い
が

支
部
長
か
ら
お
声
掛
け
頂
き
多
く
の
方

か
ら
参
加
頂
き
た
い
。
大
き
な
店
舗
は

独
自
で
出
来
る
が
、
一
人
営
業
の
店
舗

に
も
役
立
て
て
頂
け
る
よ
う
、「
組
合

は
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
と
言
う
後
ろ

向
き
な
発
言
を
打
破
し
、
前
向
き
に
ご

検
討
頂
き
た
い
。
本
日
提
案
し
た
計
画

は
あ
く
ま
で
も
草
案
で
あ
る
の
で
、
た

た
き
台
と
し
て
考
え
て
頂
き
た
い
。

理
事
…
必
ず
１
口
に
つ
き
１
本
当
た
る

よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

理
事
…
各
賞
品
の
単
価
を
下
げ
、
多
く

の
方
に
当
た
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

議
長
第
１０
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
担
当
役
員
と
決
め
、
事
業
部
長
及

び
経
理
部
長
を
加
え
て
更
に
計
画
を
練

り
、
次
回
理
事
会
で
提
案
す
る
こ
と
で

承
認
さ
れ
た
。

事
業
部
長
並
び
に
経
理
部
長
よ
り
日

本
標
識
㈱
の
債
務
整
理
開
始
通
知
の
件

に
つ
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
修
理
は

こ
れ
ま
で
通
り
対
応
で
き
る
よ
う
手
配

済
み
で
あ
る
。
日
本
標
識
㈱
の
債
務
整

理
担
当
弁
護
士
（
債
務
者
代
理
人
）
へ

取
り
付
け
完
了
不
明
者
名
簿
を
送
付
し
、

確
認
調
査
中
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
弁
護
士
か
ら
の
報
告
を
受
け
次
第
、

迅
速
に
対
応
す
る
が
、
対
応
に
つ
い
て

は
執
行
部
に
ご
一
任
頂
き
た
い
。

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
承
認
さ
れ
た
。

見
附
支
部
長
よ
り
東
海
北
信
越
美
容

研
修
会
の
懇
親
会
に
お
い
て
支
部
の
有

志
で
踊
り
を
披
露
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
頂
き
た

い
。

以
上
で
全
議
案
終
了

午
後
４
時
１５
分

第１８回 美容師国家試験のご案内

実技試験：平成２０年７月２１日（月）
新潟理容美容専門学校【新潟市中央区川岸町２丁目１４－３】

筆記試験：平成２０年９月７日（日）
北海道、岩手県、宮城県、埼玉県、東京都、神奈川県、石川県、愛知県
大阪府、兵庫県、広島県、愛媛県、福岡県、鹿児島県、沖縄県

合格発表：平成２０年９月３０日（火）

☆受験願書等の受付
（財）理容師美容師試験研修センター新潟県支部

〒９５０－０９６５ 新潟市中央区新光町７番地２
新潟県生活衛生営業指導センター内

平成２０年６月９日（月）から１３日（金）まで 持参または郵送にて
※郵送の場合 平成２０年６月１３日（金）消印有効

☆受験願書の配布他お問合せは、試験研修センター【TEL：０２５－２８３－５９１０】
または組合事務局【TEL：０２５－２２３－０９９１】へ

Information

定 員 １，２００名

会 費 ２３，０００円

研修費・懇親会費・宿泊費含む。
申込取消しによる会費の返金は
致しません。
交通費は含まれておりません。

申込方法

会費を添えて、各支部長へお申
し込み下さい。

申込締切

平成２０年６月２７日（金）

●共済会（請求期限：事由発生から６ヶ月以内）

給付金額（円）

０

０

３００，０００

５０，０００

６０，０００

１００，０００

１００，０００

６１０，０００

●全美連総合福祉共済 特別給付金
（請求期限：事由発生から１年以内）

給付金額（円）

０

０

０

０

４０，０００

０

０

０

０

０

０

０

４０，０００

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
１ヶ月～１ヶ月半かかります。ご了承下さい。

平成２０年度 各種給付状況（４月）

件数

０

０

３

１

３

１

２

１０

件数

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

給付項目

１．火災見舞金

２．災害見舞金

３．死亡弔慰金

４．配偶者死亡弔慰金

５．傷病見舞金（１０日以上入院）

６．慰労金

７．敬老祝金

計

給付項目

１．配偶者死亡弔慰金

２．子供死亡弔慰金

３．入院療養見舞金

４．長寿祝金

５．結婚祝金

６．第１子誕生祝金

７．子供誕生祝金

８．銀婚祝金

９．金婚祝金

１０．古希祝金

１１．還暦祝金

１２．人間ドック補助金

計

第２８回 東海北信越美容研修会
日時 平成２０年９月８日（月）～９日（火）
会場 白玉の湯 華鳳（コンベンションホール）

主 催
東海北信越美容協議会

担 当
新潟県美容業生活衛生同業組合

宿泊は華鳳または泉慶になります。

（２）（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６３６号美 容 に い が た平成２０年５月２０日
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組
合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す

��
�
�
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�
�
�
	


�
�


�
�
�

ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
研
修
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
い
ろ
い
ろ
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
皆
々
様
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
、
有

難
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

思
っ
て
い
た
よ
り
、
内
容
が
す
ば

ら
し
く
、
本
当
に
受
講
さ
せ
て
頂
き

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
す

べ
て
の
美
容
師
の
皆
様
に
、
ぜ
ひ
叶

う
な
ら
ば
受
講
を
お
願
い
致
し
た
く

強
く
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
内
容
に
応
急

手
当
法
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
入
れ

て
頂
き
た
く
強
く
思
い
ま
し
た
。
ご

存
知
の
通
り
、
今
後
は
ご
高
齢
の
お

客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
代
で
す
。

皆
様
方
全
員
が
救
命
蘇
生
法
を
身
に

つ
け
て
お
れ
ば
万
が
一
の
時
助
か
り

ま
す
。
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
救
急

車
の
呼
び
方
、
応
急
手
当
、
す
べ
て

迅
速
に
行
動
い
た
さ
な
け
れ
ば
命
は

助
か
り
ま
せ
ん
。

私
事
で
す
が
、
過
去
に
数
人
の
お

客
様
が
お
店
の
中
で
、
カ
ッ
ト
中
と

か
、
お
立
ち
に
な
ら
れ
た
時
と
か
突

然
意
識
を
失
わ
れ
て
倒
れ
た
事
が
あ

り
、
大
変
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り
ま

し
た
。
幸
い
に
全
員
命
は
助
か
り
ま

し
た
が
、
恐
ろ
し
く
て
私
の
心
臓
が

止
ま
り
そ
う
で
し
た
の
で
、
そ
の
度
、

店
は
閉
鎖
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
暫
く
休
み
ま
す
と
又
営
業
、

そ
の
繰
り
返
し
の
道
で
す
。
腹
の
底

か
ら
仕
事
好
き
な
の
か
、
天
命
、
運

命
、
不
思
議
で
す
が
、
現
在
も
継
続

中
で
す
。

昔
、
日
赤
病
院
で
少
し
ド
ク
タ
ー

や
ナ
ー
ス
の
先
生
方
か
ら
応
急
手
当

を
伝
授
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
が
己

の
店
で
の
事
に
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
美
容
師
は
医
者
と

同
じ
レ
ベ
ル
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ

美
容
師
の
皆
様
、
い
ろ
い
ろ
医
学
も

お
勉
強
致
し
ま
し
ょ
う
。
人
助
け
致

し
ま
し
ょ
う
。

長
岡
支
部

Ｅ
・
Ｏ

私
達
は
、
ま
ず
不
自
由
な
く
生
活

出
来
る
事
に
感
謝
し
な
く
て
は
い
け

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
い

つ
ま
で
も
当
り
前
に
、
一
生
健
常
者

で
は
あ
り
え
な
い
事
で
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
病
気
や
事
故
に
あ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
い
つ
か
は
年
老
い

て
い
き
ま
す
。

今
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
専
用
駐
車

場
も
増
え
て
以
前
よ
り
生
活
し
や
す

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
な
い
人
が
、
近
い
か
ら

と
か
、
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
と
い

う
理
由
で
専
用
駐
車
場
に
停
め
た
り
、

駐
輪
し
て
は
い
け
な
い
歩
道
に
自
転

車
を
停
め
た
り
し
、
そ
れ
が
ど
れ
だ

け
大
変
な
事
か
健
常
者
は
わ
か
ら
な

い
で
い
る
の
で
す
。

今
回
の
研
修
で
実
際
に
体
験
し
て

手
足
が
不
自
由
だ
っ
た
り
視
界
を
遮

ぎ
ら
れ
た
時
、
ど
れ
だ
け
不
便
で
不

安
な
事
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

車
イ
ス
に
乗
っ
た
時
、
目
線
の
先
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
く
わ
え
る

タ
バ
コ
や
大
き
い
バ
ッ
グ
、
人
の
波

で
そ
の
先
が
見
え
な
い
不
安
…
…
、

私
達
美
容
師
が
そ
う
い
っ
た
方
々
を

迎
え
る
時
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

数
年
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

援
助
技
術
一
つ
と
っ
て
も
お
客
様
が

動
き
や
す
い
よ
う
な
介
助
が
あ
り
、

へ
た
に
手
を
出
す
と
逆
に
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
円
背
の
方
が
バ
ッ
ク
シ
ャ

ン
プ
ー
の
時
ど
れ
だ
け
我
慢
さ
れ
て

い
る
か
、
片
麻
痺
の
方
が
セ
ッ
ト
イ

ス
に
腰
を
か
け
ら
れ
た
時
ど
れ
だ
け

不
安
定
で
い
ら
れ
る
か
…
…
。

そ
う
い
っ
た
事
は
こ
の
研
修
を
受

け
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
多
く
の
美
容
師

が
こ
の
研
修
を
受
け
ら
れ
た
ら
と
心

か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。
こ
の
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

十
日
町
支
部

陽
田
春
美

こ
れ
か
ら
「
高
齢
の
お
客
様
や
障

害
の
あ
る
お
客
様
に
ど
の
よ
う
に
接

し
た
ら
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
、
技
術

が
提
供
で
き
る
か
。」
と
以
前
か
ら

考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
第
三
回

目
に
な
り
ま
す
が
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容

師
養
成
研
修
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

開
講
式
、
通
信
教
育
も
無
事
終
了

し
、
四
月
二
十
一
日
に
集
合
研
修
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
高
齢
者
や
、
障
害
者

を
支
援
・
援
助
・
接
客
の
基
本
視
点

を
学
び
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
も

で
き
、
高
齢
者
の
考
え
方
や
気
持
ち
、

行
動
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
正
し
く
理
解
し

て
対
応
す
る
の
は
「
少
し
か
じ
っ
た

だ
け
で
は
無
理
」
と
い
う
の
も
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

実
技
で
は
、
車
イ
ス
の
動
か
し
方

や
、
立
ち
方
、
座
り
方
の
補
助
と
、

寝
た
き
り
の
方
の
シ
ャ
ン
プ
ー
の
や

り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
も
、
肢
体
不
自
由
な
方
の
来
店

と
い
う
の
は
数
が
少
な
い
の
で
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
か
、
ま
た
、
知
的
・

精
神
的
障
害
の
方
と
の
か
か
わ
り
合

い
は
も
っ
と
な
い
の
で
対
応
で
き
る

か
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
学
ん
だ
事

を
活
か
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
要
望
と
し
て
、
美
容
業
に

関
す
る
こ
と
で
実
技
体
験
を
も
っ
と

多
く
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

高
田
新
井
支
部

倉
俣
紀
代
子

冠婚葬祭のサービスチェーン 地元業者による新しい互助会

県 美 容 組 合 推 薦寿 会
越 路 互 助 会

後 援
美容組合三条・加茂・西蒲支部

貸衣裳部担当 三条鶴亀社
お問合せは 三 条 鶴 亀 社
三条市本町１－７－４ TEL０２５６－３４－１２３１

ププロロのの技技術術ををおお手手伝伝いい

素敵なブライダルをコーディネイト
■新津店
新潟市秋葉区新津本町１丁目TEL（0250）24-3355

■新潟店
新潟市中央区神道寺２丁目TEL（025）246-7322

■創業の理念
弊社の名前は、株式会社野田です。以前は野田美容商事と言いました。
平成４年から変っています。弊社には、野田という名前の人は居ません。
野田と言うのは、創業者の名前です。京都は嵐山出身の野田太三郎という
人が、縁あってこの新潟の地で髪結いさんの道具を扱う商いをしたのが始
まりです。昭和２０年代当時は、十六屋野田商店と名乗り、行商で東北へ行
き、担ぎ屋として生計を立てていたそうです。その後日本は、高度経済成
長によって大きく変化し、美容界も様変わりしました。創業者は、不動産
業へ転身し、美容商事の業は、後の先代、先々代の社長が引継ぎました。
先日、創業家の当主の葬儀が営まれ、その因縁によって現在がある事を思
い出させて頂きました。短気で頑固者の創業者が、いつも口にしていた言
葉は『ナニクソッ！』です。『何苦楚』何事も、苦しみが礎（いしづえ）
と成ると言う意味です。商売も人生も、良い時よりも、苦しい時の方が多
かったりします。でも、その苦しみを乗越える事によって、美しい人生が
繰広げられるのです。だから、そのこと自体を引受けなさい、正面から受
け止めなさいという教えです。しかし、そう思おうとしても、特に今年に
入ってからの不況下での、この物価高は、消費者直結の美容室にとっては
とても厳しい現況と成っています。だからこそ、この局面でどうサロンの
繁盛の役に立つことが出来るのか、正念場の時だと捉え、創業の理念“ナ
ニクソ魂”で打開していきたいと思います。

YUMEの世界へ
―極上のリラクゼーションを実現―

三条 0256-32-0974
新潟 025-286-8455株式会社 野田

新潟市西区流通センター２丁目３番６号

（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６３６号美 容 に い が た平成２０年５月２０日（３）



Hair Fashion Contest２００８

新潟県美容技術選手権大会
６月２日�月 ディレクター２級メイク受験講習会② 理美容会館

しんび会（着付初級・中級） 新潟会場
９日�月 ディレクター２級メイク受験講習会③ 理美容会館

しんび会（国家試験対策科） 新潟・長岡会場
（アップスタイル） 新潟・長岡会場

１６日�月 第２回常任理事会 組合会議室
着付師社内検定学科試験 理美容会館

２３日�月 ディレクター２級メイク評価認定試験 理美容会館
２５日�水・２６日�木 東海北信越美容協議会 月岡：華鳳
３０日�月 しんび会（国家試験対策科） 新潟・長岡会場

組
合
だ
よ
り

平成２０年８月１１日（月） 新潟市産業振興センター

￥１，５００

ワインディング（学生（昼間生）／一般）
ストリートヘア【ウィッグ】（免許取得３年未満）
デザイナーズ
トータルデザイン（２人１組：一般／学生）
※学生の部を新設。学生の部の選手及びモデルは美容学校昼間生限定。
フォト 留袖着付

カット＆ブロー
中振袖着付 花嫁着付
洋装ブライダル ネイル

６月３０日（月）まで
※プログラム掲載の都合上申込締切厳守！！

組合本部事務局まで

支
部
運
営
が
大
変
だ
と
聞
き
ま
す
。
私
達

の
支
部
で
は
支
部
員
が
、
一
生
懸
命
運
営
に

協
力
し
て
下
さ
り
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

主
な
運
営
活
動
は
二
月
に
総
会
・
新
年
会
。

班
長
さ
ん
が
運
営
し
楽
し
い
企
画
を
し
て
く

れ
ま
す
。
三
月
は
班
長
引
き
継
ぎ
、
こ
の
時

は
新
旧
の
班
長
さ
ん
に
参
集
頂
き
、
旧
班
長

に
は
一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
新
班
長
に

は
今
年
度
の
お
願
い
を
…
…
、
そ
の
意
味
で

宴
を
し
ま
す
。
六
月
に
は
研
修
会
。
こ
れ
は

教
育
部
長
、
副
部
長
、
班
長
さ
ん
が
企
画
・

運
営
し
ま
す
。
昨
年
は
、
新
井
唯
夫
さ
ん
の

ヘ
ア
シ
ョ
ー
＆
食
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
秋

に
は
役
員
、
班
長
さ
ん
が
集
ま
り
反
省
会
。

楽
し
く
一
夜
を
過
ご
し
ま
す
。

私
達
支
部
に
は
各
部
長
さ
ん
に
サ
ブ
が
付

き
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
組
合
員
が
運

営
に
関
わ
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
費
用

も
予
算
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
使
う
。
こ
の
よ

う
に
し
て
何
と
か
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
誰

か
が
言
い
ま
し
た
。「
組
合
は
こ
の
位
の
規

模
が
良
い
な
。」

こ
れ
だ
け
は
協
力
と
い
う
こ
と
で
、
重
荷

に
感
じ
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で

考
え
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
下

さ
い
、
あ
な
た
が
大
切
な
の
で
す
。
次
の
走

者
に
バ
ト
ン
を
渡
し
、
走
り
や
す
く
、
気
持

ち
良
く
走
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
…

小
千
谷
支
部

の
ん
き
な
お
じ
さ
ん
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第１１代理事長 布川新九郎氏を偲ぶ会のご案内

日時 平成２０年６月２日（月曜日）午後１２時３０分
場所 中条グランドホテル（胎内市東本町２５－５０）

（ＴＥＬ ０２５４－４３－６０６０）

上記の通り執り行いますので、ご参列下さいます様ご案内申上げます。

発起人代表 権瓶 千代 佐久間園子 池 寅善

お問い合わせは、丸山 邦夫 ＴＥＬ０２５８－８２－２９４７まで

生活衛生資金貸付利率一覧表（適用日：平成２０年５月１６日、年利：％）

コラム

美容師の卵たちのメッセージ………�
入学して思うこと

美容科１１回生
高田北城高等学校出身恩田真結子

期待や不安で胸いっぱいの入学式を迎えてから約１カ月、ようやく

新しい生活にも慣れ、毎日たくさんの仲間と楽しく学校生活を送って

います。

入学式の日、私は心に決めた事があります。それは、皆勤賞をとる

ことです。当たり前の事ですが、これから社会に出て働いていく上で

とても大切な事だと思います。規則正しい生活習慣を心がけ、自己管

理をしっかりとしていきたいです。

また、私は教科書の多さに驚きました。あまり得意でない教科もあり不安になりましたが、これから

は苦手な事を苦手と思わず、積極的に取組み、自信を持てるように頑張りたいです。

これから、美容師になるため毎日忙しく困難もあると思いますが、周りにいる仲間と共に競い合い、

励まし合い、乗り越えていきたいです。

２年間学ぶ姿勢を大切にし、精神面も技術面も鍛え、自分を磨いていきたいです。

Produced by 新潟理容美容専門学校

特別利率C

１．６５

１．７５

１．８５

１．９５

基準利率

２．７０

２．７５

２．８０

２．８５

償 還 期 限

１２年超１３年以内

１３年超１４年以内

１４年超１５年以内

１５年超１６年以内

１６年超１７年以内

１７年超１８年以内

１８年超１９年以内

１９年超２０年以内

特別利率F

２．１５

特別利率C

１．６０

基準利率

２．４５

２．５０

２．５５

２．６５

償 還 期 限

５年以内

５年超 ６年以内

６年超 ７年以内

７年超 ８年以内

８年超 ９年以内

９年超１０年以内

１０年超１１年以内

１１年超１２年以内

新潟理容美容専門学校からのお知らせ

実務実習生（及び店舗従業員）受入れのお願い

◎受付期間 平成２０年６月１０日�まで（実務実習生の場合）
就職の求人は随時お受けしております

◎申込方法 学校に求人票をご請求のうえ期間内にご提出下さいま
すようお願いいたします

実務実習要領
①実 習 期 間：平成２０年６月２９日�～７月１３日�
②実習生待遇：学校での技術実習のため無給

実務実習生（２年生）を受け入れていただける店舗を下記の要領で
お願いしております。なお実習生は平成２１年３月卒業となりますの
で、従業員雇用を計画中の店舗には求人を兼ねさせていただきます。

〒９５１－８１３３ 新潟市中央区川岸町２丁目１４－３ TEL（０２５）２６６－１６５１FAX（０２５）２６６－０２２５
URL

▲

http://www.niigataribi.ac.jp E-mail

▲

nrb@niigataribi.ac.jp

優勝者・入賞者は
月刊にいがたタウン情報
９月号に掲載�

（全国大会出場選考競技種目）

おお申申込込みみ・・おお問問合合せせ

出出場場申申込込期期限限

入入場場整整理理券券

開開催催日日・・開開催催場場所所

競競
技技
種種
目目

（４）（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６３６号美 容 に い が た平成２０年５月２０日


